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　巻頭言　Foreword

水素・燃料電池技術のリーダーシップ
Technology Leadership in Hydrogen and FuelCells 

山梨大学　燃料電池ナノ材料研究センター
センター長　特任教授

飯山　明裕
 Akihiro Iiyama

Project Professor, Director, 
Fuel Cell Nanomaterials Center, 

University of Yamanashi

　一昨年あたりから水素・燃料電池を取り巻く海外の動向に新たな動きがみられてきております。2019 年はその動
きが更に顕在化していく一方、それらに対する対応の仕方をよく考え、実行に移していくべき年ではないでしょうか。
　米国、ドイツや中国などにおいては、トラック、鉄道、バスなどへの水素・燃料電池の適用とその商用化が、日
本を上回る規模とスピードで進展していると感じます。特に中国は 2015 年以降、「燃料電池自動車を成長戦略の柱
にする」ため、燃料電池自動車市場の早期創出と燃料電池関連産業の育成を睨んだ政策が打ち出されてきています。
中国では既に 100 万台を超える電気自動車の保有台数となり、世界最大規模の電気自動車メーカーやリチウムイオ
ン電池メーカーが育ちました。これに倣った取り組みを、燃料電池自動車や水素・燃料電池分野で行おうとしてい
るように見えます。中国の燃料電池自動車の台数目標は 2030 年に 100 万台としており、同 80 万台の日本を追い越
す値となっています。また、ドイツでも、非電化区間のエネルギー移行のため、フランスの鉄道会社製の燃料電池
電車を用いて商用運転を開始しました。更にアメリカでは、2018 年 12 月時点で 6300 台を超える燃料電池自動車が
普及するとともに、２万台を超える燃料電池フォークリフトが補助金なしで普及をする状況になっています。移動
体用途の中でゼロエミッションと連続稼働の両者が要求される用途においては、既に水素・燃料電池の方が経済的
になっているものと思われます。
　このような情勢の中、2017 年 12 月に国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は「移
動体用燃料電池の技術ロードマップ」を公表しました。2019 年１月にその実現に向けた「FCV課題共有フォーラム」
を開催し、多くの企業・大学・研究機関からの参加がありました。2040 年までには、より小型や大型の多種の車両
に燃料電池を適用することが期待されており、ロードマップには、燃料電池の最高作動温度の高温化や定格出力時
の高効率化（高電位化）が目標として掲げられています。この目標値は難易度が高く、実現のためには多くの革新
的な素材やシステムの技術を織り込む必要があります。我が国がこれまで世界に示してきた水素・燃料電池技術分
野のリーダーシップを維持発揮し、産業競争力を更に高め、将来の水素社会に必要な燃料電池の技術の高度化と関
連製品の広範な普及を着実に実現していくためにも、このロードマップに掲げられた目標値を実現する取り組みを
確実に推進することが必須です。これまで取り組んできた素材やシステムの進化を継続して着実に進めて、既に海
外で始まっているような多様な水素・燃料電池関連事業を拡大・展開してく取り組みと並行して、これまでの発想
にはない革新的な素材コンセプトの創出、またそれを実現するための評価解析技術の革新とその展開・活用をする
両者が同時に必要であり、これら両者の取り組みの力強い推進が期待されます。
　このように内外の動向が急速に変化する中、山梨大学では、NEDO「固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発
事業」で採択された事業を、2015 年度から 2019 年度までの５年間で実施してきています。燃料電池自動車の①更
なる出力性能の向上、②貴金属使用量の低減、③耐久性の向上に取り組み、現状より性能を 10 倍程度向上させるた
め、電極触媒材料、電解質材料の新たなコンセプトを提案し、2025 年頃に市場投入される次世代型の燃料電池自動
車など産業界による実用化へつなげる狙いです。お蔭様で今般、そのコンセプトに基づく研究成果材料を外部へ供
試できる段階となりました。まずは、山梨県産業技術センターなどに供試し評価を受ける予定です。
　また、2018 年度からは、NEDO「先導研究プログラム／エネルギー・環境新技術先導研究プログラム／高温化対
応 PEFC用革新的シナジー触媒の開発」の採択を受け、将来に求められる課題および技術シーズの探索に着手して
おります。更に、やまなし水素・燃料電池ネットワーク協議会活動の一環で山梨県から委託を受けて実施している
「燃料電池関連製品開発人材養成講座」は、３年目を迎え、延べ 59 名（30 団体）の受講生となっております。これ
らの活動をベースに、2017 年度に文部科学省地域イノベーション・エコシステム形成プログラムで採択された「水
素社会に向けた山梨燃料電池バレーの創成」事業において、県内企業３社とともに、水素・燃料電池関連製品の事
業化に向けた具体的な活動を行っているところです。
　これらの諸取り組みを継続・充実・発展させることで、急速に変化する内外の動向に対応し、水素社会の実現に
少しでも貢献できることを願っております。皆様の一層のご指導とご鞭撻をお願い致します。
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